
1位 法務省告知機関 40%
2位 大学等機関 23%
3位 国際交流協会 12%
4位 任意団体 7%

1位 中国
2位 ベトナム
3位 ネパール
4位 韓国

※ベトナムの学習者数が増加傾向にある
ボランティア  53%
非常勤 32%
常勤 14%

※非常勤とボランティアで85％を占める

学習機関別 学習者数割合 2019年

27.8万人

国内の日本語学習者数

4.6万人

4.1万人

調査結果待ち

日本語教師の勤務形態 2019年

2020年国内の日本語教師者数

国内の学習機関数

2019年

日本に滞在する外国人の数

2019年末

2020年末

2021年末

2019年国内の日本語学習者数 国別

2020年

2021年

288.7万人

調査結果待ち

293万人

2019年

2020年

2021年

160,921人

調査結果待ち

2021年

2,500機関

2,516機関

調査結果待ち

2019年



1位 中国
2位 ベトナム
3位 韓国
4位 オーストラリア

2030年までに6,000万人が政府目標
1位 中国 42,000人
2位 韓国 19,000人
3位 台湾 5,000人
4位 香港 1250人

コロナで激減中

国別旅行者数 2021年

訪日外客数

2019年 3,188万人

2020年 411万人

2021年 24万人

海外の学習機関数

2012年

2015年

2018年

77,128人

16,045機関

365万人

海外の日本語学習者数 国別 2019年

2018年 385万人

海外の日本語教師数

2012年

海外の日本語学習者数数

2012年

2015年

16,179機関

18,604機関

2015年

2018年

63,771人

64,108人

398万人



2021年 令和3年度 日本語教育実態調査報告書

2020年 令和2年度 日本語教育実態調査報告書
最新 令和２年１１月１日現在、国内における日本語教育実施機関・施設等数は2,516、

日本語教師等の数は41,755人、日本語学習者数は160,921人となっている。
2019年との比較では、新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、日本語教育
実施機関・施設等数、日本語教師等の数、日本語学習者数の全てが減少している。

2019年 令和元年度 日本語教育実態調査報告書
令和元年１１月１日現在，国内における日本語教育実施機関・施設等数は2,542，
日本語教師等の数は46,411人，日本語学習者数は277,857人となっている。


